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2012年 激動の世界と日本

慶
應
義
塾
大
学
准
教
授

西
野
純
也

に
し
の　

じ
ゅ
ん
や　

二
〇
〇
五
年
延
世
大
学
大
学
院
政
治
学
科
博
士
課

程
修
了
。
博
士
（
政
治
学
）。
外
務
省
在
韓
国
大
使

館
専
門
調
査
員
、
韓
国
・
東
西
大
学
校
大
学
院
日

本
地
域
研
究
科
客
員
教
授
な
ど
を
経
て
現
職
。
共

著
に
、『
朝
鮮
半
島
と
国
際
政
治
』『
韓
国
に
お
け
る

市
民
意
識
の
動
態
Ⅱ
』
な
ど
。

総
じ
て
政
治
へ
の
国
民
的
関
心
が
高
い
韓
国
。

北
朝
鮮
情
勢
の
展
開
を
横
目
に
、

リ
ー
ダ
ー
選
び
に
熱
が
入
る
。

　

国
会
議
員
総
選
挙
（
四
月
一一
日
）
と
大
統
領
選
挙
（
一二
月
一
九
日
）

と
い
う
二
大
選
挙
を
控
え
た
二
〇
一
二
年
の
韓
国
。
金
正
日
国
防
委
員

長
の
死
去
に
よ
り
、
朝
鮮
半
島
は
南
北
と
も
に
権
力
移
行
期
を
迎
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

韓
国
に
お
い
て
任
期
四
年
の
国
会
議
員
と
五
年
一
期
の
大
統
領
が
同

じ
年
に
選
ば
れ
る
の
は
、
一
九
九
二
年
以
来
実
に
二
〇
年
ぶ
り
で
あ
る
。

九
二
年
に
は
当
時
の
与
党
民
自
党
が
総
選
挙
で
大
幅
に
議
席
を
減
ら

し
た
が
、
大
統
領
選
挙
で
は
与
党
候
補
・
金
泳
三
が
勝
利
し
た
。
果

た
し
て
二
〇
一
二
年
は
ど
う
な
る
の
か
。
も
ち
ろ
ん
予
測
は
容
易
で
な

い
が
、
韓
国
政
治
の
現
状
を
確
認
す
る
こ
と
で
二
大
選
挙
へ
む
け
た
傾

向
を
示
す
こ
と
は
で
き
よ
う
。
本
稿
で
は
、
李イ

・
ミ
ョ
ン
バ
ク

明
博
政
権
四
年
の
国

内
評
価
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
総
選
挙
と
大
統
領
選
を
控
え
た
韓
国

政
治
社
会
の
現
況
と
各
政
治
勢
力
・
候
補
者
の
動
き
、
そ
し
て
選
挙

で
の
争
点
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

「
意
思
疎
通
」
が
で
き
な
い
李
明
博
政
権

　

米
国
や
Ｅ
Ｕ
と
の
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
締
結
、
Ｇ
20
ソ
ウ
ル
会

議
主
催
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
で
の
原
発
建
設
受
注
な
ど
積

極
的
な
経
済
外
交
に
加
え
、
ア
フ
ガ
ン
復
興
や
Ｐ
Ｋ
Ｏ
へ
の
派
兵
等
を
通

じ
た
国
際
貢
献
活
動
に
よ
っ
て
、
近
年
国
際
社
会
で
の
存
在
感
を
ま
す

ま
す
強
め
て
い
る
韓
国
。「
グ
ロ
ー
バ
ル・コ
リ
ア
」（
成
熟
し
た
世
界
国
家
）

を
目
指
す
李
明
博
政
権
の
外
交
安
保
政
策
と
そ
の
実
績
は
、
日
本
を
は

じ
め
と
し
て
国
際
的
な
評
価
は
高
い
。

　

し
か
し
海
外
で
の
評
価
と
は
裏
腹
に
、
李
政
権
の
国
政
運
営
に
対

２
０
１
２
年
の
政
治
変
動　
韓
国タ

ー
ゲ
ッ
ト
は

「
二
〇
四
〇
世
代
」

大
統
領
候
補
と
し
て
注
目
さ
れ
る

安
哲
秀
氏
（
Ｅ
Ｐ
Ａ=

時
事
）
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す
る
韓
国
民
の
評
価
は
厳
し
い
（
一
二
月
一
九
日
韓
国
リ
サ
ー
チ
調
査

で
は
支
持
率
二
九・七
％
。
支
持
率
推
移
は
『
Ｅ
Ａ
Ｉ
世
論
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
』
第
一
〇
八
号
〈
二
〇
一一
年
一
二
月
一
九
日
、
韓
国
語
〉、
二
頁
参

照
）。
そ
の
第
一の
理
由
は
国
内
経
済
状
況
に
あ
る
。
二
〇
一一
年
の
失

業
率
（
三・〇
％
）
と
消
費
者
物
価
上
昇
率
（
四・〇
％
）
を
足
し
た
「
経

済
苦
痛
指
数
」が
七・五
と
な
り
、二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
〇
一
年（
八・

一
）、
〇
八
年
（
七・九
）
に
次
い
で
高
く
な
っ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
う

か
が
い
知
れ
る
よ
う
に
、
韓
国
経
済
の
悪
化
は
深
刻
で
あ
る
（『
聯
合

ニ
ュ
ー
ス
』
二
〇
一一
年
一二
月
二
八
日
配
信
）。
特
に
若
者
層
の
失
業
率

は
高
い
（
二
〇
一
〇
年
に
は
八
％
）。
韓
国
内
で
「
両
極
化
」
と
言
わ
れ

る
格
差
の
拡
大
は
、
李
政
権
発
足
以
前
よ
り
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た

が
、
こ
の
四
年
で
問
題
は
深
刻
化
し
た
と
さ
れ
る
。

　

二
〇
〇
七
年
一
二
月
の
大
統
領
選
挙
で
「
実
践
す
る
経
済
大
統
領
」

と
し
て
の
期
待
を
一
身
に
背
負
い
圧
倒
的
勝
利
を
収
め
た
李
明
博
大
統

領
（
得
票
率
四
八・七
％
、
二
位
の
鄭チ

ョ
ン
・
ド
ン
ヨ
ン

東
泳
は
二
六・一％
）。
経
済
大
統

領
へ
の
期
待
が
高
か
っ
た
だ
け
に
、
中
間
層
の
暮
ら
し
が
一
向
に
良
く

な
ら
ず
、
両
極
化
が
さ
ら
に
進
ん
だ
と
感
じ
て
い
る
国
民
の
不
安
と
不

満
は
、
い
ま
李
政
権
へ
の
不
支
持
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
経
済
危

機
の
衝
撃
か
ら
韓
国
経
済
は
比
較
的
早
く
立
ち
直
り
成
長
を
続
け
て

い
る
と
の
見
方
も
あ
る
中
で
、
国
民
の
厳
し
い
評
価
は
李
政
権
に
と
っ

て
は
不
本
意
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
実
は
こ
の
政
権
と
国

民
と
の
認
識
の
乖
離
こ
そ
、
李
政
権
不
人
気
の
第
二
の
理
由
で
あ
り
、

か
つ
現
政
権
が
発
足
時
か
ら
抱
え
る
根
本
的
な
問
題
で
あ
る
。つ
ま
り
、

国
民
は
李
政
権
の
「
意
思
疎
通
」（
国
民
の
意
を
汲
み
取
り
そ
れ
に
応

え
る
）
能
力
が
な
い
こ
と
に
失
望
し
た
の
で
あ
る
。
李
政
権
を
批
判
す

る
際
、
メ
デ
ィ
ア
は
頻
繁
に
「
疎
通
」
問
題
を
取
り
上
げ
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
李
明
博
大
統
領
は
初
組
閣
に
あ
た
っ
て
裕
福
な
政
治

家
を
多
数
長
官
に
指
名
し
て
「
金
持
ち
内
閣
」
と
の
批
判
を
受
け
、
ま
た

就
任
数
ヵ
月
後
に
は
米
国
産
牛
肉
輸
入
反
対
デ
モ
に
よ
り
政
権
支
持
率
が

二
〇
％
台
は
じ
め
へ
と
急
落
し
た
。
い
ず
れ
の
問
題
で
も
共
通
し
て
い
た
の

は
、
李
政
権
は
中
間
層
や
庶
民
の
暮
ら
し
に
対
し
て
十
分
考
え
が
及
ん
で

い
な
い
、
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
配
慮
が
足
り
な
い
、一方
で
富
裕
層
や
大

企
業
は
優
遇
さ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
不
満
の
声
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
。

　

李
大
統
領
は
こ
う
し
た
声
に
応
え
る
か
た
ち
で
、
庶
民
生
活
向
上

の
た
め
の
「
中
道
実
用
」
路
線
を
標
榜
し
た
り
、「
公
正
な
社
会
」
を

掲
げ
て
格
差
是
正
や
社
会
正
義
実
現
を
目
指
し
て
き
た
が
、
国
民
の

多
く
は
そ
れ
を
実
感
で
き
な
い
ま
ま
、
政
権
の
残
り
任
期
は
一
年
余
り

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

韓
国
で
は
大
統
領
の
任
期
末
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
政
権
へ
の
求
心
力

が
落
ち
、
大
統
領
親
族
の
不
正
が
摘
発
さ
れ
る
な
ど
し
て
政
権
お
よ

び
与
党
支
持
率
が
低
下
す
る
「
レ
ー
ム
ダ
ッ
ク
」
現
象
が
繰
り
返
さ
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れ
て
き
た
が
、
今
回
も
例
外
で
は
な
い
。
昨
年
後
半
す
で
に
大
統
領
夫

人
の
親
戚
や
国
会
議
員
で
あ
る
実
兄
の
秘
書
が
逮
捕
さ
れ
た
。
ま
た
、

昨
年
一
〇
月
末
の
ソ
ウ
ル
市
長
補
欠
選
挙
時
に
与
党
関
係
者
が
選
挙
管

理
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
サ
イ
バ
ー
攻
撃
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
、
国
民
の
政
権
と
与
党
に
対
す
る
不
信
感
は
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。

現
状
で
は
総
選
挙
で
の
与
党
ハ
ン
ナ
ラ
党
の
苦
戦
は
必
至
で
あ
る
。

安
哲
秀
が
体
現
す
る
「
新
し
い
政
治
」

　

し
か
し
、
政
権
与
党
に
対
す
る
国
民
の
不
支
持
が
野
党
勢
力
に
有

利
な
状
況
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な

い
。
金
大
中
、
盧
武
鉉
大
統
領
の
一
〇
年
に
わ
た
り
政
権
を
担
っ
た
第

一
野
党
の
民
主
党
は
、
前
回
大
統
領
選
挙
と
総
選
挙
で
の
惨
敗
以
来
、

支
持
率
の
低
迷
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
（
政
党
支
持
率
推
移
は
前
出
『
Ｅ

Ａ
Ｉ
世
論
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
』
三
頁
）。

　

野
党
勢
力
内
に
有
力
な
次
期
大
統
領
候
補
と
目
さ
れ
る
よ
う
な
政

治
リ
ー
ダ
ー
が
不
在
で
求
心
力
が
欠
如
し
、
政
権
与
党
に
対
抗
で
き
る

政
治
勢
力
と
し
て
の
存
在
感
を
示
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
野
党
自
身
が

抱
え
る
支
持
率
低
迷
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
李
政
権
へ
の
対
抗
勢
力
と
し
て
む
し
ろ
注
目
を
浴
び

続
け
た
の
は
、
李
大
統
領
と
距
離
を
置
き
「
与
党
内
野
党
」
と
も
言

わ
れ
た
朴パ

ク

槿・
ク

恵ネ

元
党
代
表
（
五
九
歳
）
を
中
心
と
す
る
与
党
内
の
「
親

朴
」
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
次
期
有
力
大
統
領
候
補
を
問
う
世
論
調
査

で
野
党
政
治
家
の
選
好
度
が
軒
並
み
数
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
朴
元
代
表
は
三
〇
〜
四
〇
％
台
を
記
録
し
続
け
た
。
朴
元
代
表
は

朴
正
熙
元
大
統
領
の
長
女
と
し
て
と
り
わ
け
保
守
層
で
人
気
が
高
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
昨
年
一〇
月
末
の
ソ
ウ
ル
市
長
補
欠
選
挙
を
前
後
し
て
突

如
起
こ
っ
た
「
安
哲
秀
旋
風
」
は
「
朴
槿
恵
大
勢
論
」
ま
で
出
始
め
て

い
た
大
統
領
選
挙
レ
ー
ス
の
様
相
を
大
き
く
変
え
つ
つ
あ
る
。ベ
ン
チ
ャ
ー

起
業
家
出
身
で
現
在
は
ソ
ウ
ル
大
融
合
科
学
技
術
大
学
院
長
の
安ア

ン
・

哲チ
ョ
ル

秀ス

氏
（
四
九
歳
）
の
市
長
選
出
馬
が
と
り
ざ
た
さ
れ
る
と
若
者
層
を
中
心

に
一
気
に
人
気
が
高
ま
り
、
安
氏
は
各
種
世
論
調
査
で
一
位
と
な
っ
た
。

結
局
、
安
氏
自
身
は
出
馬
し
な
か
っ
た
が
、
安
氏
が
支
持
し
た
無
所
属

の
朴
元
淳
候
補
が
当
選
し
た
。
ソ
ウ
ル
市
長
選
以
降
も
そ
の
人
気
の
高

さ
か
ら
、
安
氏
は
政
界
や
メ
デ
ィ
ア
で
潜
在
的
な
次
期
大
統
領
候
補
と

し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
安
氏
自
身
は
大
統
領
選
に
関
す
る
意

思
表
明
は
避
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

　

安
氏
が
有
力
な
大
統
領
候
補
に
な
り
う
る
こ
と
は
世
論
調
査
か
ら

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
韓
国
主
要
紙
が
新
年
に
掲
載
し
た

二
〇
一一
年
末
実
施
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
統
領
候
補
選
好
度
で
は
朴

槿
恵
氏
が
い
ず
れ
も
三
一
％
で
一
位
の
座
を
守
っ
て
は
い
る
が
、
安
氏
が

二
二
〜
二
三
％
で
二
位
に
付
け
て
い
る
。
三
位
以
下
は
い
ず
れ
も
数
％
で
あ

る
こ
と
か
ら
両
者
の
人
気
が
抜
き
ん
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。一
方
、
大
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統
領
選
挙
が
朴
氏
と
安
氏
の
二
大
対
決
に
な
っ
た
場
合
の
選
好
度
を
問
う

と
、「
安
四
九・六
％
」
対
「
朴
四
四・一％
」（
韓
国
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
一二
月
二
八

日
調
査
）
な
ど
す
べ
て
の
調
査
で
安
氏
が
朴
氏
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

安
哲
秀
旋
風
の
原
動
力
が
安
氏
の
個
人
的
魅
力
に
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
安
氏
は
ソ
ウ
ル
大
医
学
部
在
学
中
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ウ

イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
開
発
し
て
個
人
ユ
ー
ザ
ー
に
無
料
配
布
す
る
一

方
、
安
哲
秀
研
究
所
を
設
立
し
て
企
業
か
ら
使
用
料
を
得
る
こ
と
で

ソ
フ
ト
開
発
を
続
け
た
。
成
功
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
家
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
公
益
活
動
を
続
け
て
き
た
安
氏
の
清
廉
な
イ
メ
ー
ジ
が
人

気
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
昨
年
に
は
自
身
が
保
有
す
る
研
究
所
株

式
の
半
分
を
寄
付
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

　

同
時
に
、
医
学
博
士
号
取
得
後
に
二
七
歳
で
檀
国
大
学
で
教
鞭
を

と
り
、
の
ち
に
米
国
留
学
し
て
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得
、
帰
国
後
に
韓
国
科

学
技
術
院
（
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
教
授
を
経
て
現
在
は
ソ
ウ
ル
大
学
教
授
を

務
め
る
と
い
う
、
そ
の
多
才
な
経
歴
は
若
者
の
憧
れ
で
あ
り
目
標
で
も

あ
る
。「
青
春
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
い
う
対
話
式
講
演
ツ
ア
ー
を
開
い
て

若
者
と
の「
意
思
疎
通
」も
大
切
に
し
て
い
る
。
韓
国
で
い
ま「
二
〇
四
〇

世
代
」
と
言
わ
れ
て
い
る
二
〇
〜
四
〇
代
が
安
氏
を
高
く
支
持
す
る
理

由
が
こ
こ
に
あ
る
（
二
〇
代
六
三・三
％
、
三
〇
代
六
四・一％
、
四
〇
代

五
六・二
％
が
安
氏
を
支
持
す
る
一
方
、
朴
槿
恵
氏
は
五
〇
代
以
上
で

高
い
支
持
を
得
て
い
る
。前
出『
Ｅ
Ａ
Ｉ
世
論
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
』七
頁
）。

　

安
氏
の
個
人
的
魅
力
だ
け
で
な
く
社
会
経
済
的
要
因
も
決
し
て
見

逃
せ
な
い
。「
二
〇
四
〇
世
代
」
の
李
政
権
に
対
す
る
不
満
や
厳
し
い

経
済
状
況
下
で
の
暮
ら
し
へ
の
不
安
、
そ
の
不
満
や
不
安
を
和
ら
げ

る
ど
こ
ろ
か
さ
ら
に
増
幅
さ
せ
る
既
存
政
治
へ
の
失
望
が
、
実
は
安

哲
秀
旋
風
の
構
造
的
要
因
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ソ
ウ
ル
市
長

と
な
っ
た
無
所
属
候
補
の
年
代
別
得
票
率
（
当
日
出
口
調
査
推
計
）

が
、
二
〇
代
六
九
％
、
三
〇
代
七
五
％
、
四
〇
代
六
六
％
、（
五
〇
代

四
三
％
、
六
〇
代
以
上
三
〇
％
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
そ
れ
を
傍
証
し
て

い
る
（『
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
』
二
〇
一一
年
一
〇
月
二
七
日
配
信
）。
米
韓
Ｆ
Ｔ

Ａ
批
准
や
メ
デ
ィ
ア
関
連
法
改
正
を
め
ぐ
っ
て
国
会
で
繰
り
返
さ
れ
た

激
し
い
乱
闘
が
国
民
の
政
治
不
信
に
拍
車
を
か
け
た
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
。「
二
〇
四
〇
世
代
」
に
と
っ
て
安
哲
秀
氏
は
「
新
し
い
政
治
」

を
期
待
さ
せ
る
ア
イ
コ
ン
（
象
徴
）
な
の
で
あ
る
。

「
新
し
い
政
治
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
与
野
党

　

し
た
が
っ
て
、
政
治
的
に
は
、
ど
の
政
治
勢
力
が
よ
り
「
二
〇
四
〇

世
代
」
を
ひ
き
つ
け
る
「
新
し
い
政
治
」
の
実
践
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

の
か
が
二
大
選
挙
の
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
な
る
。
与
野
党
と
も
に
総

選
挙
勝
利
が
大
統
領
選
挙
戦
を
有
利
に
進
め
る
に
は
不
可
欠
と
み
て

お
り
、
昨
年
末
か
ら
党
改
革
な
ど
の
動
き
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
。

　

与
党
ハ
ン
ナ
ラ
党
で
は
ソ
ウ
ル
市
長
選
敗
北
後
に
党
代
表
ら
指
導
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部
が
総
辞
職
し
、
昨
年
末
に
朴
槿
恵
を
中
心
と
す
る
非
常
対
策
委
員

会
が
発
足
し
た
。
有
力
大
統
領
候
補
の
朴
槿
恵
が
前
面
に
出
て
総
選

挙
を
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
ハ
ン
ナ
ラ
党
の
危
機
感
は
深
刻
で

あ
る
。
現
状
の
ま
ま
で
は
総
選
挙
勝
利
が
望
め
な
い
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
前
回
総
選
挙（
小
選
挙
区
二
四
五
、比
例
五
四
の
計
二
九
九
議
席
）

で
は
ソ
ウ
ル
を
含
む
首
都
圏
一一一
議
席
の
う
ち
八
一
を
獲
得
し
た
こ
と

が
勝
利
に
つ
な
が
っ
た
が
（
全
一
五
三
議
席
獲
得
）、
今
回
は
そ
の
多
く

を
失
う
こ
と
が
ソ
ウ
ル
市
長
補
欠
選
の
結
果
か
ら
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、

有
権
者
数
の
多
い
首
都
圏
の
「
民
心
」
は
歴
代
大
統
領
選
挙
の
勝
敗

も
分
け
て
き
た
こ
と
か
ら
、
朴
槿
恵
自
身
も
積
極
的
に
動
か
ざ
る
を
え

な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。

　

朴
非
常
対
策
委
員
長
は
党
外
か
ら
二
〇
代
を
含
む
人
材
を
委
員
に
起

用
し
党
改
革
作
業
に
着
手
し
て
い
る
。
総
選
挙
で
斬
新
か
つ
有
能
な
人

物
を
多
く
擁
立
す
る
た
め
の
公
認
作
業
が
も
っ
と
も
重
要
か
つ
困
難
な

仕
事
と
な
る
。
現
役
議
員
の
大
幅
交
代
に
よ
り
人
的
刷
新
に
成
功
し
、

党
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
当
面
の
試
金
石
で
あ

る
。
保
守
政
党
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
「
旧
い
」
イ
メ
ー
ジ
払
拭
も
課
題

と
な
る
。

　

現
局
面
に
お
け
る
朴
委
員
長
の
強
み
は
、
一
貫
し
て
李
大
統
領
と
距

離
を
置
い
て
き
た
こ
と
と
、
安
哲
秀
旋
風
に
も
か
か
わ
ら
ず
約
三
〇
％

の
固
定
支
持
層
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
党
内
に
有
力
競
争

者
は
不
在
で
あ
る
（
世
論
調
査
で
は
鄭チ

ョ
ン
・
モ
ン
ジ
ュ
ン

夢
準
元
党
代
表
、
金キ

ム
・
ム
ン
ス

文
洙
京

畿
道
知
事
が
数
％
の
支
持
）。
し
か
し
、
大
統
領
選
挙
で
勝
つ
た
め
に

は
「
二
〇
四
〇
世
代
」
に
多
い
浮
遊
層
や
無
党
派
層
の
取
り
込
み
は
不

可
欠
で
あ
る
。
党
大
統
領
候
補
を
決
め
る
予
備
選
挙
は
夏
ご
ろ
と
み
ら

れ
る
が
、
総
選
挙
に
向
け
た
戦
い
は
朴
槿
恵
に
と
っ
て
す
で
に
大
統
領

選
挙
レ
ー
ス
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
一
方
の
野
党

勢
力
は
、
年
末
に
民
主
党
が
市
民
統
合
党
（
盧
武
鉉
前
大
統
領
支
持

勢
力
）、
韓
国
労
働
組
合
総
連
合
と
合
同
し
て
民
主
統
合
党
（
通
称
は

民
主
党
）
を
結
成
し
て
支
持
率
を
高
め
て
い
る
（
一
二
月
二
六
〜
二
八

日
メ
デ
ィ
ア
リ
サ
ー
チ
調
査
で
は
、
民
主
党
三
四・九
％
で
ハ
ン
ナ
ラ
党

三
二・七
％
を
逆
転
）。
一
月
中
旬
に
党
大
会
で
選
出
さ
れ
た
新
指
導
部

の
も
と
総
選
挙
に
臨
む
が
、
与
党
と
同
じ
く
人
的
刷
新
や
公
認
プ
ロ
セ

ス
へ
の
国
民
参
加
方
式
（
オ
ー
プ
ン
・
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
の
実
施
）
が
順

調
に
進
む
か
が
課
題
で
あ
る
。

　

現
況
で
は
総
選
挙
は
野
党
有
利
と
い
わ
れ
る
が
、
民
主
労
働
党
ら
進
歩

勢
力
が
合
同
し
た
「
統
合
進
歩
党
」、
保
守
系
の
自
由
先
進
党
な
ど
も
存

在
す
る
た
め
、
民
主
党
が
勝
利
す
る
た
め
に
は
統
合
進
歩
党
と
の
選
挙
協

力
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
首
都
圏
と
あ
わ
せ
て
ハ
ン
ナ
ラ
党
の

地
盤
で
あ
る
慶
尚
道
地
域（
全
六
八
議
席
）で
ど
れ
だ
け
善
戦
で
き
る
か
が
、

総
選
挙
だ
け
で
な
く
大
統
領
選
挙
に
向
け
た
一つ
の
カ
ギ
と
な
る
。

　

総
選
挙
結
果
が
ど
う
な
ろ
う
と
、
野
党
勢
力
は
大
統
領
選
挙
勝
利
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の
た
め
に
は
最
終
的
に
候
補
者
を
一
本
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
に
、
非
与
党
勢
力
に
よ
る
大
統
領
候
補
一
本
化
の
成
否
が
選
挙
結
果

を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
朴
槿
恵
氏
が
与
党
候
補
に

な
る
可
能
性
が
高
い
中
、
前
述
の
世
論
調
査
を
踏
ま
え
れ
ば
非
与
党
候

補
と
し
て
安
哲
秀
氏
で
一
本
化
で
き
れ
ば
勝
算
は
十
分
あ
る
。
し
か
し
、

安
氏
が
出
馬
す
る
の
か
ど
う
か
、
出
馬
し
て
も
既
成
政
党
と
の
候
補
一

本
化
に
応
じ
る
の
か
ど
う
か
は
今
の
時
点
で
は
わ
か
ら
な
い
。　

　

現
在
、
野
党
勢
力
内
で
は
文ム

ン
・
ジ
ェ
イ
ン

在
寅
盧
武
鉉
財
団
理
事
長
、
韓ハ

ン
・
ミ
ョ
ン
ス
ク

明
淑

元
総
理
、
柳ユ

・
シ
ミ
ン

時
敏
統
合
進
歩
党
共
同
代
表
、
孫ソ

ン
・
ハ
ッ
キ
ュ

鶴
圭
前
民
主
党
代
表

ら
が
潜
在
的
大
統
領
候
補
と
さ
れ
る
が
安
氏
の
人
気
に
は
遠
く
及
ば

な
い
（
前
出
韓
国
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
調
査
で
は
文
五・八
％
、
韓
二・二
％
、
柳

一・九
％
、
孫
一・六
％
）。
総
選
挙
後
の
野
党
は
、
二
〇
〇
二
年
の
盧
武

鉉
候
補
選
出
時
の
よ
う
に
大
統
領
候
補
選
出
の
オ
ー
プ
ン
・
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
で
こ
れ
ら
候
補
を
競
わ
せ
て
国
民
の
関
心
を
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
ろ
う
。
あ
わ
せ
て
、
野
党
勢
力
は
さ
ら
に
非
与
党
勢
力
結
集
の
た
め

の
妙
案
を
も
探
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

景
気
回
復
と
社
会
保
障
を
求
め
る
韓
国
民

　

政
策
的
に
は
、
与
野
党
と
も
景
気
回
復
に
よ
り
庶
民
、
中
間
層
の

暮
ら
し
を
改
善
す
る
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
選
挙
公
約
の
柱
と
し
て
提

示
し
て
く
る
に
違
い
な
い
。
韓
国
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
調
査
に
よ
れ
ば
、
次
期

大
統
領
が
優
先
し
て
解
決
す
べ
き
課
題
と
し
て
、
景
気
回
復
・
経
済

活
性
化
二
四・七
％
、
物
価
安
定
一
六・六
％
、
雇
用
創
出
・
失
業
問
題

一二・七
％
、南
北
関
係
改
善
八・一％
、貧
富
格
差・社
会
両
極
化
解
消
六・

〇
％
が
上
位
五
位
に
選
ば
れ
て
い
る
。 

　

ま
た
、
李
明
博
政
権
が
主
に
経
済
「
成
長
」
に
力
を
入
れ
て
き
た
と
す

れ
ば
、
両
極
化
問
題
が
よ
り
深
刻
化
し
た
現
在
、
ど
の
よ
う
に
「
分
配
」

す
る
の
か
が
政
策
的
争
点
と
し
て
問
わ
れ
て
い
る
。
奇
し
く
も
、
昨
年
の
ソ

ウ
ル
市
長
補
欠
選
の
引
き
金
と
な
っ
た
の
は
学
校
給
食
無
料
化
を
め
ぐ
る

与
野
党
対
立
で
あ
っ
た
。
全
面
無
料
化
を
決
定
し
た
市
議
会
多
数
の
民
主

党
を
、
ハ
ン
ナ
ラ
党
市
長
（
当
時
）
は
「
福
祉
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
と
批
判
し

住
民
投
票
に
訴
え
た
が
有
権
者
の
支
持
を
集
め
る
こ
と
に
失
敗
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
対
北
朝
鮮
政
策
を
め
ぐ
っ
て
保
守
対
進
歩
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
対
立
軸
が
形
成
さ
れ
て
き
た
韓
国
政
治
で
あ
る
が
、
急
速
に
進
む

少
子
高
齢
化
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
今
後
ま
す
ま
す
社
会
経
済
政
策
と
り

わ
け
社
会
保
障
や
福
祉
の
あ
り
方
が
保
守
対
進
歩
を
分
け
る
主
要
な

イ
シ
ュ
ー
に
な
る
に
違
い
な
い（
拙
稿「
韓
国・新
し
い
対
立
軸
は
な
に
か
」

『
ア
ス
テ
イ
オ
ン
』
七
一
号
（
二
〇
〇
九
年
一一
月
）
参
照
）。

　

当
面
は
与
野
党
と
も
、
二
〇
代
は
大
学
授
業
料
と
就
職
、
三
〇
代

は
結
婚
、
住
居
、
保
育
、
四
〇
代
は
子
供
の
教
育
と
老
後
に
大
き
な
不

安
を
抱
え
て
い
る
現
状
に
対
し
て
（『
東
亜
日
報
』
二
〇
一一
年
一二
月
二

日
付
）、
魅
力
的
な
処
方
箋
（
選
挙
公
約
）
を
示
す
こ
と
に
力
を
注
ぐ
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こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、
朴
槿
恵
氏
は
世
代
ご
と
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

福
祉
政
策
構
想
を
す
で
に
発
表
し
て
お
り
（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
）、
野

党
が
建
設
的
対
案
を
提
示
す
れ
ば
政
策
論
争
に
発
展
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
与
野
党
と
も
財
政
や
税
制
に
も
踏
み
込
ん
だ

具
体
的
政
策
案
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
選
挙
戦
で
は
与
野
党
と
も
に
中
間
層
、
庶
民
層
の
取
り
込
み

を
狙
っ
た
公
約
を
乱
発
し
、
政
策
的
対
立
軸
は
曖
昧
に
な
る
も
し
れ
な
い
。

そ
の
場
合
に
は
「
新
し
い
政
治
」
を
訴
え
る
イ
メ
ー
ジ
戦
略
が
選
挙
戦
の

勝
負
を
決
す
る
よ
り
重
要
な
要
因
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

な
お
、
金
正
日
死
去
に
よ
り
北
朝
鮮
情
勢
や
南
北
関
係
が
二
大
選
挙

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
選
挙
に
お

け
る
有
権
者
の
主
な
判
断
基
準
は
北
朝
鮮
問
題
で
は
な
い
。
す
で
に
み

て
き
た
よ
う
に
国
民
の
関
心
は
日
々
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
経
済
や
社

会
保
障
問
題
で
あ
り
、
今
後
の
暮
ら
し
に
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
「
新

し
い
政
治
」
に
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、韓
国
民
が
南
北
関
係
に
無
関
心
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
天
安
」
号
沈
没
と
延
坪
島
砲
撃
が
、
国
民
に
対
北
朝
鮮
安
保
の
重
要

性
を
再
認
識
さ
せ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
同
時
に
国
民
は
、
南
北
関

係
の
緊
張
激
化
が
自
身
の
暮
ら
し
を
脅
か
し
か
ね
な
い
こ
と
に
不
安
を

募
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た（
拙
稿「
李
明
博
政
権
の
対
北
朝
鮮
政
策
」『
東

亜
』
二
〇
一一
年
九
月
号
参
照
）。
次
期
政
権
の
優
先
課
題
を
問
う
調
査

で
南
北
関
係
改
善
が
あ
が
っ
た
こ
と
は
そ
の
傍
証
と
も
い
え
る
。
し
た

が
っ
て
、
南
北
関
係
を
安
定
的
に
管
理
す
る
関
与
政
策
が
与
野
党
と
も

に
対
北
朝
鮮
政
策
の
出
発
点
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

朴
槿
恵
氏
は
対
北
朝
鮮
政
策
に
つ
い
て
も
す
で
に
米
外
交
誌

『
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
』
二
〇
一一
年
九・一
〇
月
号
に
、
南
北
間

の
信
頼
構
築
や
、
安
保
と
交
流
協
力
の
均
衡
、
南
北
関
係
と
国
際
協

力
の
均
衡
な
ど
を
唱
え
た
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
金
正
日
死
後
の
情

勢
を
踏
ま
え
た
政
策
構
想
が
ま
た
発
表
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
選
挙

戦
で
は
現
政
策
の
批
判
的
検
討
と
併
せ
て
こ
の
朴
槿
恵
論
文
が
対
北

朝
鮮
政
策
論
争
の
ひ
と
つ
の
参
照
点
と
な
ろ
う
。

　

米
韓
同
盟
を
基
軸
と
す
る
安
保
態
勢
を
維
持
、
発
展
さ
せ
つ
つ
、
南

北
関
係
を
安
定
的
に
管
理
し
て
漸
進
的
に
統
一
を
目
指
し
て
い
く
と
い

う
外
交
安
保
政
策
の
大
枠
は
与
野
党
と
も
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
政
権
交
代
後
も
日
韓
関
係
に
急
激
な
変
化
は
起
こ
り
そ
う

に
な
い
。
た
だ
し
、
次
期
政
権
期
間
中
に
日
韓
関
係
は
国
交
五
〇
周

年（
二
〇
一
五
年
）を
迎
え
る
。
一
三
年
二
月
の
韓
国
新
政
権
の
発
足
後
、

日
韓
両
国
は
速
や
か
に
五
〇
周
年
の
契
機
を
関
係
飛
躍
に
結
び
つ
け
る

作
業
に
着
手
す
べ
き
で
あ
る
。
北
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
日
韓
協
力
機

運
の
高
ま
り
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
二
国
間
関
係
の
将
来
の
た
め
に

よ
り
真
摯
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
通
じ
て
、
日
本
が
韓
国
新

政
権
と
の
確
固
た
る
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
■




